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一 

 



 

新
石
垣
空
港
の
建
設
は
去
る
昭
和
五
十
七
年
三
月
、
第
三
種
空
港
と
し
て
運
輸
省
か
ら
認
可
さ
れ
て
い
る
。
だ

が
周
辺
海
域
は
ア
オ
サ
ン
ゴ
を
中
心
と
し
た
貴
重
な
サ
ン
ゴ
の
大
群
落
が
あ
り
、
そ
の
保
全
を
望
む
声
は
よ
り
大

き
く
な
つ
て
い
る
。
空
港
建
設
に
伴
う
直
接
の
利
害
関
係
に
あ
る
地
元
白
保
地
区
住
民
の
反
対
も
根
強
い
と
聞
い

て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
計
画
案
そ
の
も
の
に
多
く
の
問
題
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
以
下
具
体
的
に
い
く
つ
か
の

点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

新
石
垣
空
港
建
設
の
た
め
昭
和
五
十
五
年
か
ら
六
十
一
年
ま
で
予
算
化
さ
れ
た
二
十
七
億
円
ほ
と
ん
ど
予 

算
執
行
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
運
輸
省
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。
計
画
全
体
の
抜
本
的 

沖
縄
県
石
垣
島
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
新
石
垣
空
港
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
い
。 

 
新
石
垣
空
港
に
関
す
る
質
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主
意
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三 

 



 

四 

事
業
者
で
あ
る
沖
縄
県
か
ら
政
府
機
関
に
対
し
、
新
石
垣
空
港
建
設
計
画
変
更
の
正
式
な
申
請
手
続
き
は
既

に
あ
つ
た
の
か
。 

五 

新
石
垣
空
港
計
画
案
が
変
更(

滑
走
路
二
千
五
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
千
メ
ー
ト
ル)

さ
れ
る
場
合
、
当
初
計
画

案
に
示
さ
れ
た
旅
客
数
、
輸
送
貨
物
量
等
が
変
更
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
具
体
的
な
内
容
を
示
さ
れ
た
い
。 

三 

こ
の
会
談
で
新
石
垣
空
港
を
ア
オ
サ
ン
ゴ
の
保
護
と
い
う
立
場
か
ら
、
滑
走
路
の
長
さ
を
当
初
計
画
の
二
千

五
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
南
側
五
百
メ
ー
ト
ル
を
削
つ
て
二
千
メ
ー
ト
ル
に
縮
小
す
る
計
画
変
更
が
事
業
者
の
沖
縄

県
知
事
か
ら
提
案
さ
れ
た
と
の
新
聞
報
道
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
事
実
か
。 

二 

沖
縄
県
知
事
と
運
輸
省
、
環
境
庁
、
沖
縄
開
発
庁
の
各
事
務
次
官
に
よ
る
会
談
が
今
年
八
月
ご
ろ
も
た
れ
た

と
の
報
道
が
あ
つ
た
が
事
実
か
。
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
会
談
の
日
時
、
参
加
者
名
、
話
し
合
わ
れ
た
内
容
、

確
認
さ
れ
た
事
項
を
伺
い
た
い
。 

見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。 

四 

 



 

九 

北
側
へ
の
延
長
計
画
が
あ
る
な
ら
ば
環
境
影
響
評
価
は
二
千
メ
ー
ト
ル
空
港
建
設
時
に
や
る
の
か
、
あ
る
い

は
延
長
建
設
時
に
や
る
の
か
。 

六 

新
石
垣
空
港
計
画
案
が
変
更
さ
れ
る
場
合
、
建
設
計
画
上
、
海
面
埋
立
て
が
不
用
と
な
る
南
側
五
百
メ
ー
ト

ル
の
公
有
水
面
の
漁
業
権
は
八
重
山
漁
業
協
同
組
合
に
返
還
さ
れ
る
の
か
。
返
還
さ
れ
る
場
合
、
補
償
金
の
扱

い
は
ど
う
な
る
の
か
。 

八 

滑
走
路
が
二
千
メ
ー
ト
ル
の
空
港
な
ら
ば
、
現
石
垣
空
港
の
延
長
で
十
分
可
能
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

七 

新
石
垣
空
港
計
画
案
の
滑
走
路
が
五
百
メ
ー
ト
ル
縮
小
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
後
北
側
五
百
メ
ー
ト
ル
の
延
長

計
画
は
あ
る
の
か
。
そ
れ
と
も
将
来
に
わ
た
り
二
千
メ
ー
ト
ル
で
ゆ
く
予
定
な
の
か
。 

十 

た
と
え
南
側
五
百
メ
ー
ト
ル
が
縮
小
さ
れ
て
も
、
残
り
の
建
設
予
定
海
域
に
多
く
の
種
類
の
貴
重
な
サ
ン
ゴ 

ま
た
当
初
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
就
航
す
る
と
聞
い
て
い
た
が
、
そ
の
当
初
計
画
に
変
わ
り
は
な
い
か
。
就

航
で
き
な
い
場
合
は
ど
ん
な
代
替
機
種
を
就
航
さ
せ
る
の
か
。 

五 

 



 

十
二 

昭
和
五
十
九
年
八
月
二
十
九
日
に
環
境
影
響
評
価
の
実
施
に
つ
い
て
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て

建
設
省
所
管
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
実
施
に
つ
い
て
、
昭
和
六
十
年
六
月
六
日
、
次
の
様
な
建
設
省
建

設
経
済
局
長
通
達
を
各
都
道
府
県
知
事
（
事
業
者
）
に
通
知
し
た
と
聞
い
て
い
る
。 

十
一 

新
石
垣
空
港
建
設
予
定
地
の
白
保
住
民
の
生
活
は
、
サ
ン
ゴ
と
共
生
す
る
様
々
な
魚
や
海
藻
の
援
助
に
よ

つ
て
成
り
立
つ
て
い
る
。
た
と
え
南
側
五
百
メ
ー
ト
ル
が
縮
小
さ
れ
て
も
新
空
港
建
設
は
、
こ
う
し
た
白
保
住

民
の
永
年
の
生
活
に
決
定
的
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。 

新
石
垣
空
港
の
滑
走
路
の
南
側
五
百
メ
ー
ト
ル
縮
小
変
更
計
画
の
場
合
、
こ
れ
に
該
当
す
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。 

が
生
息
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
保
全
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。 

｢

事
業
者
は
、
飛
行
場
の
設
置
及
び
そ
の
施
設
の
変
更
に
よ
り
生
じ
た
著
し
い
環
境
変
化
に
対
し
て
改
め
て 

環
境
影
響
評
価
準
備
書
作
成
及
び
縦
覧
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣ 

六 

 



 

 

七 

右
質
問
す
る
。 


